
歯周病

歯周病菌が腫れた歯肉から血管へ入
るとインスリンの働きが弱まり血糖
値が上がります。
糖尿病が悪化すると免疫力が低下し
歯周病の進行が進みます。糖尿病と歯
周病はお互いに影響を与える関係と
して最も注目されています。

歯周病菌が血管にダメージを与え、血
管を固くしたり、詰まりやすくします。

歯周病菌が肝臓の働きを弱めたり、炎
症を起こします。

歯周病により歯を失うと咬む力が弱
くなり、骨粗鬆症の進行が早まる危険
性があります。

歯周病菌が関節リウマチを起こす物
質を生み出します。

歯肉の慢性的な炎症が続くことで発
症することがあります。

歯周病菌が認知症の原因となる原因
物質に影響し進行を早めます。

歯周病菌が唾液に混ざり気管から肺
に入ると発症します。
免疫力が下がった高齢者には特に注
意が必要です。

肥満・高血圧・高血糖・脂質異常の
人は歯周病にかかっている割合が高
く歯周病も進行しやすくなります。

進行した歯周病になると歯周病菌や
毒素が子宮へ入り、子宮を収縮させ、
早産・低体重児出産のリスクが高ま
ります。

歯周病菌が腸内へ流入すると腸内の
細菌環境が乱れ、大腸癌のリスクが高
まります。しょうせきのうほうしょう
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